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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第115期

第３四半期
連結累計期間

第116期
第３四半期
連結累計期間

第115期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （千円） 14,426,928 15,441,724 19,779,802

経常利益 （千円） 754,706 1,257,097 1,007,272

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 251,969 806,754 323,861

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 289,434 845,110 313,978

純資産額 （千円） 6,419,735 7,159,400 6,444,051

総資産額 （千円） 18,382,449 18,272,380 17,856,267

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 17.56 56.23 22.57

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.9 39.2 36.1
 

 

回次
第115期

第３四半期
連結会計期間

第116期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 17.16 27.83
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

５．第115期第３四半期連結累計期間において「営業外収益」に表示しておりました「受取ロイヤリティー」は

第115期より「売上高」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、第115期第３四

半期連結累計期間の関連する主要な経営指標等について組み替えて記載しております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は154億41百万円となり、前年同四半期連結累計期間（以下、

「前年同四半期」）に比べて10億14百万円の増収となりました。損益面におきましては、営業利益は12億47百万円

（前年同四半期比５億14百万円増）、経常利益は12億57百万円（同５億２百万円増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は８億６百万円（同５億54百万円増）となりました。

 

[セグメント別の売上高の概況]

区    分
前年同四半期

当第３四半期
連結累計期間

増  減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 6,217 43.1 7,598 49.2 1,381 22.2

機能材部門 2,608 18.1 2,551 16.5 △56 △2.2

機能樹脂部門 1,428 9.9 1,439 9.3 11 0.8

化成品部門 3,880 26.9 3,544 23.0 △336 △8.7

 化学工業セグメント 14,134 98.0 15,134 98.0 999 7.1

 その他 292 2.0 307 2.0 14 5.1

合   計 14,426 100.0 15,441 100.0 1,014 7.0
 

 

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、151億34百万円となり、前年同四半期と比べて９億99百万円の増収となりました。

(精密化学品部門)

医薬中間体や樹脂原料の出荷数量が増加したため、売上高は75億98百万円となり、前年同四半期と比べて13億

81百万円の増収となりました。

(機能材部門)

ゴム薬品の出荷数量が増加したものの、接着剤の出荷数量が減少したため、売上高は25億51百万円となり、前

年同四半期と比べて56百万円の減収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂の出荷数量が減少したものの、ワニスの出荷数量が増加したため、売上高は14億39百万円となり、前

年同四半期と比べて11百万円の増収となりました。

(化成品部門)

可塑剤は原料価格の下落に伴う販売価格の修正を行ったことや、その他化成品の出荷数量の減少により、売上

高は35億44百万円となり、前年同四半期と比べて３億36百万円の減収となりました。

＜その他＞

化学分析受託事業の売上高は、土壌調査が減少したものの作業環境測定や構造解析が増加したため、３億７百

万円となり、前年同四半期と比べて14百万円の増収となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べて7.5％増加し、105億10百万円となりました。これは、主として期末日

が銀行休業日であった影響により受取手形及び売掛金が増加したこと等によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べて3.9％減少し、77億62百万円となりました。これは、主として老朽化更

新等による設備投資額を、減価償却費等による減少が上回ったことによるものです。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産額は182億72百万円となり、前連結会計年度末と比べて４億16

百万円の増加となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べて0.8％減少し、79億７百万円となりました。これは、主として期末日が

銀行休業日であった影響により支払手形及び買掛金は増加したものの、短期借入金が返済により減少したこと等

によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べて6.8％減少し、32億５百万円となりました。これは、主として長期借入

金の返済による減少等によるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末と比べて2.6％減少し、111億12百万円となりました。

（純資産)

当第３四半期連結会計期間末の純資産額は、前連結会計年度末と比べて11.1％増加し、71億59百万円となりま

した。これは、主として親会社株主に帰属する四半期純利益の計上などによる利益剰余金の増加によるもので

す。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた問題はありません。

 

(4)  研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は５億８百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月31日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 93,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,238,000 14,238 －

単元未満株式 普通株式 109,000 － －

発行済株式総数  14,440,000 － －

総株主の議決権 － 14,238 －
 

(注) １「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式880株が含まれております。

 ２ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

②  【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式）      

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国
四丁目２番11号

93,000 － 93,000 0.64

計 － 93,000 － 93,000 0.64
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 285,223 218,492

  受取手形及び売掛金 4,928,176 ※１  5,515,947

  商品及び製品 2,889,687 2,802,530

  仕掛品 73,745 19,748

  原材料及び貯蔵品 1,230,391 1,578,542

  その他 372,267 374,812

  貸倒引当金 △40 △25

  流動資産合計 9,779,451 10,510,046

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,142,953 7,173,643

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,826,841 △4,920,298

    建物及び構築物（純額） 2,316,111 2,253,344

   機械装置及び運搬具 18,962,678 19,137,972

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △15,606,447 △16,096,816

    機械装置及び運搬具（純額） 3,356,231 3,041,155

   その他 3,004,627 3,071,148

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,308,665 △1,366,650

    その他（純額） 1,695,961 1,704,497

   有形固定資産合計 7,368,304 6,998,997

  無形固定資産 44,783 45,772

  投資その他の資産   

   その他 664,427 718,263

   貸倒引当金 △700 △700

   投資その他の資産合計 663,727 717,563

  固定資産合計 8,076,815 7,762,333

 資産合計 17,856,267 18,272,380
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,811,786 ※１  4,141,922

  短期借入金 1,687,759 1,560,000

  1年内返済予定の長期借入金 460,000 410,000

  未払法人税等 172,931 369,115

  賞与引当金 363,669 183,365

  その他 1,475,809 ※１  1,243,218

  流動負債合計 7,971,956 7,907,622

 固定負債   

  長期借入金 1,310,000 995,000

  退職給付に係る負債 1,919,146 1,996,838

  その他 211,112 213,519

  固定負債合計 3,440,259 3,205,358

 負債合計 11,412,215 11,112,980

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,572,000 1,572,000

  資本剰余金 1,008,755 1,008,755

  利益剰余金 3,907,019 4,584,653

  自己株式 △24,463 △25,104

  株主資本合計 6,463,311 7,140,304

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 31,154 32,519

  為替換算調整勘定 28,875 29,543

  退職給付に係る調整累計額 △79,290 △42,967

  その他の包括利益累計額合計 △19,260 19,095

 純資産合計 6,444,051 7,159,400

負債純資産合計 17,856,267 18,272,380
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 14,426,928 15,441,724

売上原価 11,707,193 12,196,548

売上総利益 2,719,734 3,245,176

販売費及び一般管理費 1,986,822 1,997,822

営業利益 732,912 1,247,353

営業外収益   

 受取利息 99 264

 受取配当金 5,395 7,551

 不用品処分益 6,577 9,361

 その他 28,403 10,653

 営業外収益合計 40,474 27,830

営業外費用   

 支払利息 18,164 15,887

 その他 516 2,198

 営業外費用合計 18,680 18,086

経常利益 754,706 1,257,097

特別損失   

 固定資産除却損 11,251 12,871

 減損損失 － ※１  41,630

 事業構造改善費用 ※２  359,756 －

 特別損失合計 371,008 54,502

税金等調整前四半期純利益 383,698 1,202,595

法人税、住民税及び事業税 59,295 444,293

法人税等調整額 72,433 △48,453

法人税等合計 131,728 395,840

四半期純利益 251,969 806,754

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 251,969 806,754
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 251,969 806,754

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,352 1,365

 為替換算調整勘定 28,269 667

 退職給付に係る調整額 7,843 36,323

 その他の包括利益合計 37,465 38,355

四半期包括利益 289,434 845,110

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 289,434 845,110

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25

年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示

の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(原価差異の繰延処理)

操業度等の季節的な変動に起因した原価差異が発生し、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合に

は、当該原価差異を繰延べております。

 

(追加情報)

(表示方法の変更)

前第３四半期連結累計期間において「営業外収益」に表示しておりました「受取ロイヤリティー」は、主に研

究開発活動成果である技術供与の対価としての重要性が高まったため、前連結会計年度より「売上高」に含めて

表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の

組み替えを行っております。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取ロイヤリ

ティー」61,529千円は、「売上高」として組み替えて表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形および期日現金決済（手形と同条件で手形期日に現金決済する方式）の会計処

理については、手形交換日または期日現金決済日をもって決済処理しております。なお、当第３四半期連結会計期

間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が、四半期連結会計期間末残高に

含まれております。

 前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形及び売掛金 －千円 639,089千円

支払手形及び買掛金 －千円 344,415千円

その他（流動負債） －千円 41,269千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 減損損失

当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類 減損損失

淀川工場 染料製造設備 機械装置及び運搬具 41,630千円
 

当社グループは、投資の決定単位である各社の事業別に資産のグルーピングを行っており、遊休資産等について
は、個々の資産を１つの単位として資産のグルーピングを行っております。
当第３四半期連結累計期間において、合成染料の販売減少に伴い淀川工場の染料製造設備の稼働状況が低下し遊

休状態となったため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（41,630千円）とし
て特別損失に計上しております。
なお、回収可能価額は、将来のキャッシュフローが見込まれず、売却の可能性も低いことから備忘価額により評

価しております。

 

※２ 事業構造改善費用の内容は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

棚卸資産廃棄損および処分費用見込額 356,583千円

事業構造改善のための設備転換費用     3,173千円

                                        －千円

                                        －千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日

 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日

 至 平成27年12月31日)

減価償却費 811,328千円 780,962千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 43,052 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年10月29日

取締役会
普通株式 43,047 3.00 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月29日

定時株主総会
普通株式 71,736 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月30日 利益剰余金

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 57,384 4.00 平成27年９月30日 平成27年12月２日 利益剰余金

 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ．前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高      

  外部顧客への売上高 14,134,481 292,446 14,426,928 － 14,426,928

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 42,766 42,766 △42,766 －

計 14,134,481 335,212 14,469,694 △42,766 14,426,928

セグメント利益 720,635 12,205 732,840 72 732,912

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２ セグメント利益の調整額72千円は、セグメント間取引の消去に伴う調整額であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 「追加情報」の「表示方法の変更」に記載のとおり、前第３四半期連結累計期間において「営業外収益」に

表示しておりました「受取ロイヤリティー」は前連結会計年度より「売上高」に含めて表示しております。

この結果、前第３四半期連結累計期間の「化学工業セグメント」の「外部顧客への売上高」および「セグメ

ント利益」は61,529千円増加しております。

 

Ⅱ．当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高      

  外部顧客への売上高 15,134,475 307,249 15,441,724 － 15,441,724

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 48,493 48,493 △48,493 －

計 15,134,475 355,743 15,490,218 △48,493 15,441,724

セグメント利益 1,219,279 28,037 1,247,316 36 1,247,353

 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業であります。

２ セグメント利益の調整額36千円は、セグメント間取引の消去に伴う調整額であります。

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「化学工業」セグメントにおいて、合成染料の販売減少に伴い淀川工場の染料製造設備の稼働状況が低下し遊休

状態となったため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（41,630千円）として

特別損失に計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 17円56銭 56円23銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 251,969 806,754

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

251,969 806,754

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,349 14,346
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第116期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年10月29日開催の取締役会にお

いて、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①  配当金の総額 57,384千円

②  １株当たりの金額 ４円

③  支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成27年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月10日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小   野   友   之   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   東   浦   隆   晴   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡化学工業株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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